
令和４年度 第１回 北浜中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１  開催日時：令和４年４月１８日（月）午後１時３０分～午後３時４０分 

２  開催場所：北浜中学校 会議室 

３  出席委員：古川員巳 柴田義久 大村 仁 太田好美 高柳久代 藤本正俊 

大岡成光 岡村洋子 

４  欠席委員：なし 

５  オブザーバー：細川恭由 （北浜南部協働センター職員） 

６  学校支援コーディネーター：岡村洋子 

７  学  校：渥美竜三（校長） 松島 賢（教頭） 米山哲哉（CS 担当） 

鈴木敬子（CS ディレクター） 

８  教育委員会：堀田洋一（教育総務課） 

９  傍聴者：なし 

１０ 日程：（運営協議会としての会議内容を含む） 

（１）授業参観  ５校時の授業を参観 

（２）自己紹介   

（３）教育総務課 指導主事より  コミュニティー・スクールについて 

（４）会長の選出、副会長の指名、議長の選出   

司会から、会長の選出について委員に意見を求めたところ複数の委員から古川

委員を会長に推挙する旨の発言が有り、全員意義なくこれを承認した。またその

後、会長に選出された古川委員から、柴田委員を副会長に指名する旨の報告があっ

た。続いて、議長の選出について委員に意見を求めたところ、古川会長から藤本委

員を推挙する旨の発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（５）本年度の学校経営構想・教育課程について  

○議長の指示により、渥美校長から、別紙資料に基づき学校経営構想・教育課程に

ついて説明がされた。 

① 北浜中学校コミュニティー・スクールのスタートについて  

② R(ﾘｻｰﾁ)と学習指導要領・市の方針を踏まえた V（ﾋﾞｼﾞｮﾝ）を具現化するために 

③ 本年度取組の重点   

④ チームで教育活動に取り組む学校・教職員の目指す姿  

   ○委員から、以下の発言があった。 

・（働き方改革について）企業では労働環境の改善と共に、良い品質を求められるジ

レンマがある。学校は生徒の学力・体力の向上、また、子どもには一人で判断して生

きていけるようになってほしいと思っている。とはいえ先生も家庭があるので、働

き方改革には苦労されている。教職員の方から PTA に対して協力依頼をしていただ

ければ対応できるのではないかと思う。（大岡委員） 

・先生方の時間外の活動はどうなっているのか知りたい。（藤本委員） 

・先生の勤務時間は？（大岡委員） 

（回答８：００～１６：３０休憩４５分だが休憩は実際にはほとんど取れない。時間



外は人により違い、部活動の関係もある。有給休暇の消化についても難しい。） 

・ある会社では、夜８時９時はいるのが当然１０時から仕事が普通の空気であった。 

意識改革が必要。学校の先生も９時くらいまでいるように思う。有給休暇は５日 

取らなくてはならないし罰則もあるが、明記されていないため守られていない現状。 

                         （大村委員） 

・一般企業では、残業が当然の場合もあるが、モラルの低下を招くのでかえってよ  

くない。教員の仕事は時間外も時間内も自己啓発が必要だと思うが、共通の認識を

持って変えていかないとつぶれてしまう。（柴田委員） 

   ・効率が悪く、仕事のモラルの低下を招く。3.11 の時のようにやりくりしていけばな 

 んとか出来るという改革する意識がほしい。（大村委員）  

・学校勤務の時に職員に言ったこと「朝、学校に来て元気にあいさつ出来ること！」 

翌日の準備は家で自己研修すればよいので、夜７時には学校を出るように言ってい 

た。（古川委員） 

・部活動について北浜中の方向性は？中間・期末テストの廃止は？ （古川委員） 

   （回答 部活動について：外部指導者を増やして地域総合型クラブにしていきた 

        いが、中体連のあり方等課題も多い。 

中間・期末テストの廃止について：検討をしているが、今後のテストの方法を 

どうするのか（タブレットの活用等）解決しなくてはならない。 

・ICT の活用を考えてほしい。 

数年前の重点校へのタブレット導入の結果は、どうだったのか。タブレット活用が 

ドリルやテストだけでは違うと思う。コロナ休校の時に高校などでリモート授業が 

されたが、学習格差の解消のためにも活用したらどうか。（大村委員） 

  ○学校経営構想・教育課程について全員異議なくこれを承認した。 

（６）授業参観を通しての生徒の様子について、委員から以下の発言があった。 

  ・全体的に落ち着いていた。教室の雰囲気もよかった。（岡村委員） 

  ・教室はやや狭く感じたが、穏やかな様子だった。CS、地域、学校の連携で良く 

なっていくためにお手伝いが出来ることがあったらと思う。（高柳委員） 

   ・もっと活気があっても良いと感じた。（太田委員） 

  ○オブザーバーの感想 

   会議の熟議を通して学校に対する愛情、熱い情熱を感じた。具体的に地域で協力し 

ていきたい。 

（７）夢育やらまいか事業に関する意見書について、事務局松島教頭から説明があり、会 

   長並びに委員により了承を得た。 

 

その他報告事項等 

 司会から今後の予定について報告があった。 

 第２回学校運営協議会 令和４年７月１２日（火）午後１：３０～午後３：００ 

 第３回学校運営協議会 令和４年１１月７日 (月) 午後１：３０～午後３：００ 

 第４回学校運営協議会 令和５年２月１４日 (火) 午後１：３０～午後３：００ 

 


